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「水の日」・「水の週間」関連イベント 
～「全日本中学生水の作文コンクール」・「ブルーライトアップ」について～ 

 

毎年「水の日」（８月１日）・「水の週間」（８月１日～７日）にあわせ、水の大切さや

水循環等について広く知っていただくため、国や自治体等では、様々な関連イベントを実施

しています。このたび、「全日本中学生水の作文コンクール」の県内受賞者及び県内で実施

する「ブルーライトアップ」施設が決定しましたので、下記のとおりお知らせします。 

  

記 

 

１ 全日本中学生水の作文コンクール 

（１）概要 

次代を担う中学生を対象に、広く水に対する関心を高め理解を深めることを目的に実 

施（テーマ：「水について考える」） 

（２）県内応募数 

    ９４編 

（３）受賞者                  （上段：氏名・学校名、下段：題名） 

国表彰 入選 木下 真心 （きのした こころ：川辺町立川辺中学校 ３年） 

「当たり前とは？」 

県表彰 最優秀賞       

（知事賞） 

栗本 愛佳 （くりもと まなか：川辺町立川辺中学校 ３年） 

「この川を未来へつなげるために」 

優秀賞     

（都市建築部長賞） 

小田 憩  （おだ いこい：川辺町立川辺中学校 ３年） 

「川を守り自然をつなぐ」 

優秀賞 

（水資源課長賞） 

小田垣 理子 （おだがき りこ：川辺町立川辺中学校 ３年） 

「水力発電と水」 

（４）表彰方法 

    中学校を通じて賞状と副賞(図書カード)を贈呈します。 

 

（５）その他 

  ・ 受賞作品は県水資源課のホームページに掲載しています。 

     https://www.pref.gifu.lg.jp/page/183051.html  

 ・ 取材は県水資源課で対応しますが、内容によっては受賞者所属の中学校をご案内 

する場合もあります。 

令和５年７月２５日(火) 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電話番号 

水資源課 水資源係 加藤 一郎 

内線4851 

直通058-272-8830 

FAX 058-278-2882 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/183051.html


２ ブルーライトアップ 

（１）概要  

「水の日」と「水の週間」の認知度向上や普及啓発を図るため、賛同いただいた施 

設で、「水」を連想させるブルーライトアップを実施 

（２）実施施設・実施日・点灯時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）県外の主な実施施設  

レインボーブリッジ（東京都港区）、豊田スタジアム（愛知県豊田市）他  

計１１７施設              

 

 

＜参考＞ 

◆水の日・水の週間： 

平成 26 年に施行された水循環基本法において「水の日は 8 月 1 日」とされ、国民の間に広く健

全な水循環の重要性についての理解や関心を深める日とされている他、8 月 1 日を初日とする一週

間を「水の週間」として、啓発のためのイベント等が全国で行われます。 

 

◆全日本中学生水の作文コンクール 

・昭和 54 年から全国で実施（主催：内閣官房水循環政策本部、国土交通省及び都道府県） 

・県の審査により上位 5編を選出し、国に推薦。 

国での審査後、国表彰分を除いた上位から順に県表彰者を決定。 

○国表彰 

  ・最優秀賞：内閣総理大臣賞（1編） 

  ・優秀賞： 厚生労働・農林水産・経済産業・国土交通・環境の各大臣賞、全日本中学校長会 

会長賞、水の週間実行委員会会長賞、独立行政法人水資源機構理事長賞（各 1編） 

・入選（30 編程度） 

○県表彰  

最優秀賞：県知事賞（1編）、優秀賞：都市建築部長賞、水資源課長賞（各 1編） 


